
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

▽�

対
象　

65
歳
以
上
の
人
と
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

免
疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人

▽�

接
種
期
間　

10
月
１
日
火
～
令
和
２

年
３
月
31
日
火

※�

予
防
接
種
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に

は
一
定
の
期
間
が
必
要
で
す
。
本
格

的
な
流
行
が
は
じ
ま
る
12
月
ご
ろ
ま

で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▽�
接
種
回
数　

１
回

▽�

接
種
料
金　
【
課
税
世
帯
の
人
】
１
５

０
０
円
（
外
来
で
接
種
を
受
け
た
場

合
、３
３
５
０
円
を
町
が
助
成
し
ま
す
）

　

�【
生
活
保
護
受
給
者
・
町
民
税
非
課
税

世
帯
（
世
帯
構
成
員
全
員
が
非
課
税
）

の
人
】
無
料

※�

無
料
対
象
者
は
、
次
の
書
類
の
い
ず

れ
か
を
接
種
前
に
医
療
機
関
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保
険
特

定
負
担
限
度
額
認
定
証
、
令
和
元
年

度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
所

得
段
階
１
・
２
・
３
段
階
の
人
）、
生

活
保
護
証
明
書
類
（
診
療
依
頼
書
）

※�

無
料
対
象
で
右
記
の
書
類
が
な
い
人

は
、
接
種
前
に
健
康
づ
く
り
係
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
人
（
対
象
者
と
世
帯
が
異
な
る

人
）
が
窓
口
に
申
請
に
来
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽�

接
種
で
き
る
町
内
の
医
療
機
関

※
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

芦
屋
中
央
病
院
（
☎
２
２
２
局
２
９

３
１
）、
お
の
む
ら
医
院
（
☎
２
２
２

局
１
２
３
４
）、
柿
木
医
院
（
☎
２
２

３
局
０
０
２
７
）、
須
子
医
院
（
☎
２

２
３
局
０
１
２
６
）、
聖
和
会
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
☎
２
２
３
局
１
１
１
２
）、
花

美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
２
２
３
局
２

５
０
０
）

※�

遠
賀
郡
・
中
間
市
以
外
の
、
福
岡
県
予

防
接
種
広
域
化
実
施
医
療
機
関
以
外

で
接
種
す
る
場
合
、
事
前
に
健
康
づ

く
り
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
３
）

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

　

薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、
副
作

用
の
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
万

一
、
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
の

健
康
被
害
が
お
き
た
と
き
、
医
療
費
や

年
金
な
ど
の
給
付
を
行
う
公
的
な
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構�

救
済
制
度
相

談
窓
口
（
☎
〈
０
１
２
０
〉
１
４
９

局
９
３
１
）

※�

平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
年

末
年
始
を
除
く
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

原
爆
被
爆
者
二
世
の
人
で
希
望
す
る

人
を
対
象
に
無
料
で
健
康
診
断
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　

県
庁
が
ん
感
染
症
疾

病
対
策
課
難
病
等
助
成
係
（
☎
〈
０

９
２
〉
６
４
３
局
３
２
６
７
）

い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
お
も
い
や
り

　

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で

す
。
大
切
な
家
族
と
「
臓
器
提
供
」
に

つ
い
て
日
頃
か
ら
よ
く
話
し
合
っ
て
自

分
の
意
思
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人
福
岡

県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
３
２
局
５
５
７
７
）

Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

男
性
向
け
の
料
理
教
室
で
す
。
料
理

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康

・
福
祉
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初
心
者
向
け
に
基
礎
か
ら
は
じ
め
、
家

で
で
き
る
簡
単
な
料
理
を
つ
く
り
ま
す
。

　

で
き
あ
い
の
惣そ
う
ざ
い菜
で
済
ま
せ
て
い
る

人
や
食
事
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が

ち
な
人
な
ど
、
こ
の
機
会
に
皆
で
料
理

の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　

10
月
18
日
金
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
調
理
室

▽�

内
容　

料
理
の
基
礎
・
栄
養
の
話
、
調

理
実
習

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

参
加
費　

４
０
０
円

▽�

定
員　

20
人

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具
な
ど

▽�

申
し
込
み　

10
月
11
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

脳
い
き
い
き
教
室

～
認
知
症
予
防
教
室
～

　

認
知
症
は
だ
れ
も
が
な
り
得
る
身
近

な
病
気
で
、
予
防
は
症
状
が
出
る
前
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

教
室
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

ゲ
ー
ム
や
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
一
緒
に
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら

脳
を
活
性
化
し
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
５
日
～
12
月
10
日
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
毎
週
火
曜
日
、

（
全
６
回
）

▽�

と
こ
ろ　

山
鹿
公
民
館
集
会
室

▽�

対
象　

65
歳
以
上
で
こ
の
教
室
に
初

め
て
参
加
す
る
人

▽
定
員　

24
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽�

申
し
込
み　

10
月
31
日
木
ま
で
に
、

高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
６
）
へ

住
民
公
開
講
座
「
自
宅
に
い
た
い

と
い
う
希
望
を
叶か

な

え
る
た
め
に
」

　

医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で

安
心
し
て
療
養
が
で
き
、
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
遠
賀
郡
や

中
間
市
の
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
介

護
事
業
所
な
ど
が
連
携
し
、
必
要
と
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す

る
仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
住
民

公
開
講
座
「
自
宅
に
い
た
い
と
い
う
希

望
を
叶
え
る
た
め
に
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽��

と
き　

11
月
４
日
月
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
【
基
調
講
演
】
住
み
慣
れ
た
家

で
安
心
し
て
療
養
す
る
た
め
に
～
最
期

ま
で
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
～

　

�

講
師
：
白
髭�

豊
さ
ん
（
医
療
法
人
白
髭

内
科
医
院
院
長
）

　

�【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
遠
賀
中

間
地
域
に
お
け
る
訪
問
診
療
の
「
い
ま
」

と
「
こ
れ
か
ら
」

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

定
員　

２
５
０
人

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
中
間
医
師
会
在

宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
１
局

３
１
０
０
）

行
政
相
談
週
間

        

10
月
７
日
月
～
13
日
日�   

　

行
政
相
談
は
、
暮
ら
し
の

中
の
行
政
全
般
の
こ
と
で
、

皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
こ
と

や
要
望
を
聞
き
、
そ
の
声
を

行
政
の
改
善
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。
相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■�

定
例
相
談
会

▽�

と
き　

10
月
９
日
水
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館�

■
巡
回
相
談
会

▽�

芦
屋
東
公
民
館
＝
10
月
16
日
水

▽�
山
鹿
公
民
館
＝
10
月
23
日
水

※�
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
４
時

※�

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時
、
中
央
公
民
館
４
階
会
議
室
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

今
村
智

行
政
相
談
委

員
（
☎
２
２
３
局
２
６
７
４
）

人
権
生
活
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●�

10
月
10
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

●�

10
月
24
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

●�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

10
月
15
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

役
場
4
階
会
議
室

▽�

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
付　

10
月
４
日
金
か
ら
、
庶
務
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
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芦
屋
町
中
央
病
院
跡
地
活
用

検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集

　

平
成
30
年
３
月
に
新
築
移
転
の
た
め
に

閉
鎖
し
た
芦
屋
中
央
病
院
跡
地
の
活
用

方
法
を
今
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

今
回
、
令
和
２
年
度
に
基
本
構
想
を

策
定
す
る
た
め
、
各
種
団
体
の
代
表
者

な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
検
討
委
員
会
の
委
員
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
人
数
　
２
人
程
度

▽�

任
期
　
11
月
～
令
和
３
年
２
月（
予
定
）

▽�

開
催
回
数
　
６
回
程
度

▽�

応
募
資
格
　
10
月
１
日
現
在
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人

◦�

町
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た
は
勤
め

て
い
る
18
歳
以
上
の
人

◦�

芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
で

な
い
人

◦�

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
人

▽�

応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
持
参
・
郵
送
（
〒
８
０
７

－

０
１
９
８　

芦
屋
町
役
場
企
画
政
策

課
地
方
創
生
推
進
係
）・
フ
ァ
ク
ス（
２

２
３
局
３
９
２
７
）・
電
子
メ
ー
ル

（kikaku@
tow
n.ashiya.lg.jp

）
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
住
所
記
入
不
要
で
す
。

※�

申
込
書
は
企
画
政
策
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

応
募
締
め
切
り
　
10
月
15
日
火
・
午
後

５
時
15
分
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▽�

選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
申
込
書
に

基
づ
い
て
選
考
し
、
結
果
は
個
別
に

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

地
方
創
生
推
進
係（
☎

２
２
３
局
３
５
７
１
）

第
６
次
芦
屋
町
総
合
振
興
計
画
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
を
募
集

　

令
和
３
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の
10

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
６
次
芦
屋

町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
ま
ち
づ
く
り

へ
の
思
い
」「
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
」

な
ど
を
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
未
来
の

芦
屋
町
を
皆
で
語
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
人
数
　
５
人
程
度

▽�

任
期
　
10
月
～
12
月
（
予
定
）

▽�

開
催
回
数
　
２
回
程
度

▽�

応
募
資
格
　

◦�

芦
屋
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
一

緒
に
語
り
合
っ
て
く
れ
る
人
な
ら
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

◦�

平
日
の
午
後
７
時
か
ら
開
催
す
る
会

議
（
２
時
間
程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

▽�

応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
持
参
・
郵
送
（
〒
８
０
７

－

０
１
９
８　

芦
屋
町
役
場
企
画
政
策

課
企
画
係
）・
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
３
局

３
９
２
７
）・
電
子
メ
ー
ル
（kikaku@

tow
n.ashiya.lg.jp

）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
住
所
記
入
不
要
で
す
。

※�

申
込
書
は
企
画
政
策
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

応
募
締
め
切
り
　
10
月
10
日
木
・
午
後

５
時
15
分
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▽�

問
い
合
わ
せ
　
企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
状
況
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
取

り
組
み
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
評

価
や
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
見
を
聞
く
た
め
、
定
期
的
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
重
要
な
調
査
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

は
郵
送
方
式
で
行
い
ま
す
。
調
査
用
紙

が
届
き
ま
し
た
ら
、
回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽�

対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
の
２
０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

▽�

実
施
期
間
　
10
月
１
日
火
ご
ろ
か
ら

発
送
し
ま
す
。
回
答
は
10
月
15
日
火

ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

※�

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

～
生
涯
現
役
で
い
こ
う
！
～

▽�

と
き
　
11
月
６
日
水
・
午
後
１
時
～
３

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

八
幡
西
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー
３
０
１
会
議
室
（
黒
崎
コ
ム

シ
テ
ィ
３
階
）

▽�

対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▽�

内
容　

①
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た

め
の
健
康
づ
く
り
②
60
歳
か
ら
の
仕

事
さ
が
し

※�

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
（
３
人
ま
で
。
要
予
約
）。

▽�

定
員　

先
着
20
人
（
参
加
無
料
）

▽�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

福
岡
県

70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
３
２
局
２
５
４
０
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く

り
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
な

い
人
で
も
、
60
歳
以
上
で
興
味
が
あ
る

募
集

お
し
ら
せ
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人
は
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

ま
た
は
高
齢
者
支
援
係
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
　
10
月
19
日
土
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
内
中
央
グ

ラ
ウ
ン
ド

▽�

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま
す

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

▽�

と
き　

10
月
28
日

月
～
11
月
１
日
金
・

午
後
５
時
30
分
～

６
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

祇
園
崎
運
動
広
場

●
第
56
回
芦
屋
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽�

と
き　

11
月
３
日
日
・
午
前
９
時
開

会
式
（
８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）、

小
雨
決
行

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
海
浜
公
園
芝
生
広
場

わ
ん
ぱ
ー
く

▽�

種
目　

小
学
１
～
３
年
生
＝
１
㎞
、
４

～
６
年
生
＝
２
㎞
、中
学
生
女
子
＝
２
㎞
、

中
学
生
男
子
・
高
校
生
以
上
＝
３
㎞

▽�

表
彰
対
象　

事
前
に
申
し
込
ん
だ
町

内
在
住
者
の
う
ち
①
小
学
生
各
学
年

②
中
学
生
③
55
歳
未
満
④
55
歳
以
上

の
各
区
分
男
女
３
位
ま
で

※�

同
日
開
催
の
「
祭
り
あ
し
や
」
内
で

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

※�

町
外
者
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
オ

ー
プ
ン
参
加
）。

▽�

申
し
込
み　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
み
、

10
月
21
日
月
ま
で
に
、
芦
屋
町
体
育

協
会
（
☎
２
２
２
局
０
１
８
８
）
へ

第
９
回
筑
前
芦
屋
は
し
ご
酒
祭
り

　

２
時
間
以
内
に
町
内
の
飲
食
店
４
店

舗
を
ま
わ
り
、
新
し
い
お
気
に
入
り
の

お
店
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

▽�
と
き　

10
月
22
日
火
・
午
後
６
時
～

８
時
（
５
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

内
容　

①
主
催
者
側
で
決
め
た
町
内

の
飲
食
店
４
店
を
順
に
ま
わ
る

　

�

②
各
店
舗
で
1
ド
リ
ン
ク
と
自
慢
の

一
品
の
お
も
て
な
し
を
受
け
る

　

�

③
各
店
舗
の
ス
タ
ン
プ
を
４
つ
集
め
、

抽
選
会
場
へ

　

�

④
空
ク
ジ
な
し
の
抽
選
会
で
豪
華
景

品
を
獲
得（
４
店
舗
ま
わ
っ
た
人
の
み
）

▽�

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
芦
屋
町
商
工

会
館

※�

先
着
順
で
販
売
し
ま
す
。
予
約
販
売

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
で
あ
し
や
砂
像
展

に
無
料
で
入
場
で
き
る
特
典
付
き（
１

枚
に
つ
き
１
人
）。

▽�

チ
ケ
ッ
ト
代
　
３
０
０
０
円

▽��

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
商
工
会
（
☎

２
２
２
局
２
１
１
１
）

消
費
税
増
税
に
伴
い

市
営
バ
ス
運
賃
を
改
定
し
ま
し
た

　

北
九
州
市
交
通
局
は
、
10
月
１
日
火

か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
市
営
バ

ス
運
賃
を
改
定
し
ま
し
た
。

▽�

改
定
内
容
　【
普
通
運
賃
】
３
区
間
以

上
を
一
律
10
円
値
上
げ
【
定
期
運
賃
】

３
区
間
以
上
の
基
準
運
賃
を
一
律
10

円
値
上
げ
（
た
だ
し
、
各
定
期
券
の

割
引
率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

�【
町
内
の
主
な
バ
ス
停
か
ら
折
尾
駅
ま

で
の
普
通
運
賃
】
山
鹿
＝
３
０
０
円
、

自
衛
隊
前
＝
３
３
０
円
、第
二
粟
屋
＝

３
６
０
円

▽�

改
定
時
期
　
10
月
１
日
火
か
ら

▽��

問
い
合
わ
せ　

北
九
州
市
交
通
局
総

務
経
営
課
（
☎
７
７
１
局
８
４
０
１
）

飛
行
訓
練
時
間
の
変
更
を

行
い
ま
す

　

現
在
、
Ｔ
｜
４
中
等
練
習
機
の
機
数

が
少
な
く
、
訓
練
生
の
飛
行
訓
練
時
間

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
12

月
下
旬
ま
で
の
間
、
平
日
の
飛
行
訓
練

開
始
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

【
変
更
前
】
午
前
８
時
か
ら

【
変
更
後
】
午
前
７
時
20
分
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

新入園児募集令和２年度 伝統ある幼稚園で
質の高い幼児教育を

学校法人愛生学園
愛生幼稚園
西浜町４－ 19
☎ 223 － 0358

体験保育��10 月９日水

２園共通
◦願書配布
 10 月１日火から
◦願書受付
 11 月１日金から

学校法人芦屋学園
認定こども園

芦屋中央幼稚園
高浜町１－７
☎ 222 － 0327

一日入園��10 月 10 日木 お問い合わせは各園まで

広
告

広
告
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
診

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
受
診

券
を
５
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
を
持
っ
て
い
な
い
人
や
実
施
医

療
機
関
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

今
年
度
76
歳
に
な
る
被
保
険

者
（
長
期
入
院
、
施
設
入
所
な
ど
を

除
く
）

※�

例
外
と
し
て
、
令
和
２
年
12
月
ま
で

に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な
る
被
保
険

者
で
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人
も
受

診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
受

診
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

受
診
期
限
　
12
月
31
日
火

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
受

診
券
、
３
０
０
円
（
受
診
料
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
３

１
１
１
）

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
航
空
祭

▽�

と
き　

10
月
13
日
日
・
午
前
８
時
～

午
後
３
時
（
予
定
）

▽�

と
こ
ろ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

内
容　

飛
行
展
示
、
地
上
展
示
な
ど

※�

基
地
内
に
一
般
の
車
両
は
乗
り
入
れ

で
き
ま
せ
ん
。

※�

航
空
祭
当
日
は
、
芦
屋
町
周
辺
で
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

航
空
祭
の
開
催
時
間
帯
は
、
Ｊ
Ｒ
遠
賀

川
駅
に
快
速
電
車
が
臨
時
停
車
し
ま
す
。

※�

Ｊ
Ｒ
遠
賀
川
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
予
定
で
す
。

※�
ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�
詳
し
く
は
、
芦
屋
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽��

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

小
中
合
同
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
す

　

町
内
の
小
中
学
生
の
合
唱
や
演
奏
を

披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
　
10
月
15
日
火
・
午
後
１
時
20

分
開
場
、
1
時
50
分
開
演

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
中
学
校
体
育
館

※�

駐
車
場
は
、
中
学
校
運
動
場
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
上
履
き
（
ス
リ
ッ

パ
な
ど
）
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
７
）

中
央
公
民
館
講
座
⑦　

「
型
で
染
め
る
バ
ッ
グ
作
り
」

　

型
染
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
バ
ッ
グ
を
染
め
ま

し
ょ
う
。
型
紙
に

好
み
の
柄
を
彫
り
ぬ

き
、
色
を
い
れ
て
い

き
ま
す
。
重
ね
て
染

め
る
と
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
も
楽
し
め
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
も

の
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

※�

バ
ッ
グ
に
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
も
の
が

入
り
ま
す
。

▽�

と
き
　
11
月
６
日
水
・
午
後
１
時
～
４

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
３
階
会
議
室

▽�

講
師
　
小
御
門
敏
江
さ
ん
（
染
色
家
）

▽�

参
加
費　

１
３
０
０
円
（
材
料
費
）

▽�

定
員　

17
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

10
月
４
日
金
～
31
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

▽�

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
園
で
す
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
翌
日
休
園
）。

■
芦
屋
町
・
佐
野
市
文
化
交
流
事
業

【
共
通
事
項
】

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
資
料
室

▽�

料
金　

中
学
生
以
上
２
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
（
入
園
料
）

①�

芦
屋
町
・
佐
野
市
鋳
金
作
品
交
流
展

「
芦
屋
・
天
明
～
令う

る
わ

し
の
和
の
美
～
」

　

親
善
都
市
で
あ
る
栃
木
県
佐
野
市
の

鋳
金
作
家
と
芦
屋
釜
の
里
工
房
鋳い

も

じ

物
師

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
２
日
土
～
12
月
１
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
午
後

４
時
40
分
ま
で
）

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

展
覧
会
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
展

示
解
説
）
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
３
日
日
・
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

③
講
演
会
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

▽�

と
き　

11
月
23
日
土
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽�

内
容　
【
講
演
】「
天て

ん
み
ょ
う命

釜
の
ふ
し
ぎ
」

【
講
師
】
若
林
秀
真
さ
ん
（
天
明
鋳
物

師
）【
芦
屋
鋳
物
師
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
】「
天
明
・
芦
屋
の
今
と
こ
れ

か
ら
」

※�

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
展
示

室
で
作
家
に
よ
る
交
流
展
作
品
解
説

を
行
い
ま
す
。

■
文
化
祭
茶
会

　

現
代
の
天
明
釜
・
芦
屋
釜
を
用
い
た

茶
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
３
日
日
・
午
前
９
時
～

お
し
ら
せ
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午
後
３
時

▽�
と
こ
ろ
・
内
容　

芦
屋
釜
の
里
大
茶

室
（
薄
茶
席
・
裏
千
家
）、立
礼
席
（
煎

茶
席
・
小
笠
原
流
）、

▽�

茶
券
代　

９
０
０
円
（
２
席
分
、
入

園
料
込
み
）

▽�

主
催　

芦
屋
町
茶
道
協
会

天
皇
陛
下
御
即
位
を
祝
う

記
帳
所
を
設
置
し
ま
す

　

天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
際
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
祝
意
を
表
す
場
を
提
供
す

る
た
め
、
記
帳
所
を
設
置
し
ま
す
。
お

受
け
し
ま
し
た
記
帳
は
、
後
日
宮
内
庁

に
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
祝
い
の
品
な
ど
は
預
か
れ

ま
せ
ん
。
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

と
　
き

と
こ
ろ

10
月
19
日
土
～

20
日
日
・
午
前

８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

役
場
裏
口
守
衛
室
前

※�

庁
舎
裏
の
時
間
外�

出
入
口
か
ら
入

り
、
ガ
ー
ド
マ
ン

に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

10
月
21
日
月
～

25
日
金
・
午
前

８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

（
正
面
玄
関
付
近
）

※�

22
日
火
は
閉
庁
日

の
た
め
、
庁
舎
正

面
玄
関
の
み
開
放

し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

　
遠
賀
川
物
語
⑥

　
川
艜ひ

ら
た

輸
送
の
盛
衰
　
そ
の
一

　

石
炭
輸
送
の
花
形
だ
っ
た
底
の
平
た

い
船
の
こ
と
を
、
芦
屋
の
古
老
た
ち
は

「
五ご
へ
い
た
ぶ
ね

平
太
船
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い

し
、聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
み
ん
な

川
船
と
呼
ん
で
い
た
」と
い
い
ま
す
。
し

か
し
こ
こ
で
は
福
岡
県
指
定
文
化
財
名

称
で
あ
り
現
代
筑
豊
の
共
通
語
と
認
め

て
川
艜
と
表
記
し
ま
す
。

　

明
治
維
新
以
後
、
貢こ
う
ま
い米
（
年
貢
と
し
て

納
め
る
米
）
の
輸
送
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
川
艜
は
筑
豊
五
郡
の
石
炭
・
玄
米
・
石

灰
石
・
生き
ろ
う蠟
・
木
材
な
ど
を
積
ん
で
遠
賀

川
を
下
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
藩
時
代
か
ら

受
け
継
が
れ
た
筑
豊
の
小
鉱
山
は
約
２
０

０
、
そ
れ
が
乱
掘
時
代
を
む
か
え
て
明
治

10（
１
８
７
７
）年
ご
ろ
に
は
約
４
３
０
に

増
え
、
出
炭
量
は
年
間
７
万
２
０
０
０
ト

ン
程
度
に
な
り
ま
し
た
が
、
石
炭
を
運
ぶ

川
艜
数
も
そ
の
こ
ろ
は
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
５
、６
（
１
９
７
２

～
73
）
年
ご
ろ
の
芦
屋
・
山
鹿
・
柏
原
に

は
１
８
０
艘そ
う

ほ
ど
の
川
艜
が
あ
り
ま
し
た

が
、
遠
賀
郡
内
の
川
艜
総
数
は
約
２
２
０

艘
で
し
た
の
で
、
芦
屋
・
山
鹿
が
主
力
を

占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
筑
豊

炭
田
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
唯
一
の

搬
送
機
関
で
あ
る
川
艜
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
船
数
も
に
わ

か
に
増
え
、明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
前
後

は
７
０
０
０
艘
に
も
達
し
ま
し
た
が
、
遠

賀
郡
内
の
川
艜
が
そ
の
半
数
を
占
め
、
そ

し
て
や
は
り
そ
の
主
力
に
な
っ
て
活
動
し

た
の
が
芦
屋
・
山
鹿
の
川
艜
で
し
た
。

　

明
治
初
期
は
芦
屋
港
か
ら

も
積
み
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、

中
国
地
方
か
ら
石
炭
を
買
い

に
く
る
商
船
が
、
い
つ
も
遠

賀
川
河
口
に
群
れ
て
い
た
と

い
い
ま
す
。
芦
屋
港
が
土
砂

の
堆
積
で
浅
く
な
り
大
型
の

船
が
寄
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

筑
豊
各
郡
の
川
艜
は
遠
賀
川

―
芦
屋
―
江
川
―
洞
海
湾
、
遠
賀
川
―

中
間
―
堀
川
―
洞
海
湾
の
二
つ
の
経
路

を
と
っ
て
、
若
松
港
へ
石
炭
を
搬
送
し
て

い
ま
し
た
。
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
１

月
に
設
立
さ
れ
た
筑
豊
艜て
い
ぎ
ょ
う業

組
合
は
、
川

艜
業
務
の
利
便
、
業
務
の
改
良
拡
張
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
事
務
所
は
若
松
村
新

地
三
丁
目
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
芦
屋

港
に
集
ま
っ
て
い
た
帆ほ

前ま
え

船せ
ん

は
、
明
治
21

（
１
８
８
８
）
年
ご
ろ
か
ら
石
炭
買
い
積

み
の
た
め
港
湾
整
備
さ
れ
た
若
松
港
に

集
中
し
は
じ
め
ま
す
。

　

川
艜
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、遠
賀
川

は
数
千
を
こ
え
る
川
艜
の
往
来
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。「
数
千
の
川
艜
矢
の
ご
と

く
つ
ら
な
る
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、こ
の

こ
ろ
で
す
。各
鉱
山
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭

は
、馬
や
車
力
に
よ
っ
て
近
く
の
川
岸
に

運
ば
れ
、積
場
か
ら
川
艜
に
積
み
こ
ま
れ

て
遠
賀
川
を
下
り
ま
し
た
。艜
の
大
き
さ

は
長
さ
４
丈
３
尺
（
13
メ
ー
ト
ル
余
）
横

８
尺
（
２
メ
ー
ト
ル
余
）
深
さ
１
尺
９
寸

（
０
・
６
メ
ー
ト
ル
余
）
で
、
積
載
量
は

平
均
７
０
０
０
斤
、
１
万
斤
（
６
ト
ン
）

積
が
最
大
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、ふ
つ

う
下
流
で
は
四
間け
ん

艜
（
７
・
２
メ
ー
ト
ル

余
）、
上
流
で
は
三
間
艜
（
５
・
４
メ
ー

ト
ル
余
）
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十

▷�

中
央
公
民
館
で
展
示
中

の
川
艜

▷�

明
治
初
期
の
芦
屋
港
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